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ご
覧
い
た
だ

け
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感
動
を
あ
り
が
と
う

日
（
水
）
に
県
南
中
学
校
陸
上
競

14
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
勢
16

名
の
特
設
陸
上
部
員
は
、
朝
練
・
放
課

後
練
習
と
大
会
に
向
け
て
一
生
懸
命
練

習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
、
出
場
選
手
は
精
一
杯
頑

張
り
、

名
一
人
一
人
が
自
分
の
役
割

16

を
果
た
し
、
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
て

い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

１
年
男
子
一
五
〇
〇
ｍ

第
一
位

深
谷

迅
さ
ん

２
・
３
年
男
子
一
五
〇
〇
ｍ

第
一
位

飯
島

大
也
さ
ん

２
・
３
年
女
子
一
五
〇
〇
ｍ

第
一
位

深
谷

凜
桜
さ
ん

３
年
女
子
一
〇
〇
ｍ

第
二
位

小
針

美
桜
さ
ん

１
年
女
子
一
五
〇
〇
ｍ

第
三
位

本
柳

沙
愛
さ
ん

共
通
男
子
三
〇
〇
〇
ｍ

第
四
位

中
野
目
颯
仁
さ
ん

共
通
女
子
走
幅
跳

第
五
位

新
田
こ
は
る
さ
ん

共
通
男
子
四
〇
〇
ｍ

第
五
位

佐
々
木

友
さ
ん

共
通
女
子
八
〇
〇
ｍ

第
六
位

緑
川

栞
花
さ
ん

共
通
男
子
八
〇
〇
ｍ

第
七
位

橋
本

大
聖
さ
ん

男
女
総
合

第
九
位

男
子
総
合
第
九
位
・
女
子
総
合
第
九
位

週
の
行
事
予
定

月

朝
会
・
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト

19

火

20

水

心
電
図
検
査
（
３
年
）

21

部
活
動
デ
ー

NO

木

22

金

英
語
検
定

23

Ｐ
Ｔ
Ａ
専
門
委
員
会
・
運
営

委
員
会
・
本
部
役
員
会
（

時
）
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何
の
た
め
か
を
考
え
る

「
挨
拶
」
は
、
「
挨
く
（
ひ
ら
く
）

拶
る
（
せ
ま
る
）
」
と
い
う
意
味
で
、

仏
教
の
禅
の
言
葉
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
心
を
開
い
て
相
手
に
迫
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

相
手
の
存
在
を
意
識
し
て
、
あ
な
た

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い

と
い
う
意
思
表
示
で
す
。
挨
拶
を
し
て
、

返
事
が
な
い
と
嫌
な
感
じ
を
覚
え
た
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
と
い

う
思
い
を
無
視
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
相
手
に
自
分
の
存

在
を
知
ら
せ
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま

す
。で

す
か
ら
、
社
交
辞
令
の
よ
う
な
「
あ

い
さ
つ
」
は
挨
拶
で
な
く
、
た
だ
言
葉

を
口
に
出
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

あ
る
研
究
者
が
企
業
に
お
け
る
挨
拶

に
つ
い
て
研
究
し
た
結
果
が
書
物
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
挨
拶
が
減
る
と
、

情
報
交
換
が
減
り
、
ミ
ス
が
多
発
す
る
。

挨
拶
が
さ
ら
に
減
る
と
、
社
員
が
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
、
会
社
が
良
く
な
い
方
向

に
向
か
う
。
挨
拶
を
し
な
く
な
る
と
、

相
手
や
組
織
全
体
へ
の
怒
り
が
膨
れ
続

け
、
会
社
が
ダ
メ
に
な
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
社
会
で
挨
拶
は
、
大
変
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

私
は
毎
朝
、
校
門
で
挨
拶
や
声
か
け

を
し
て
い
ま
す
。
「
お
は
よ
う
」
と
挨

拶
を
す
る
と
、
立
ち
止
ま
っ
て
、
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
辞
儀
を
し

て
い
く
生
徒
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
廊
下
な
ど
で
す
れ
違
っ
た
と
き
に

は
元
気
よ
く
、
ご
く
自
然
に
「
こ
ん
に

ち
は
」
と
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
は
、
心
の
扉
を
あ
け
る
唯

一
の
カ
ギ
で
す
。
相
手
を
見
て
、
話
し

や
す
い
表
情
で
元
気
な
「
あ
い
さ
つ
」

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
で

大
人
が
で
き
る
こ
と

子
ど
も
た
ち
は
、
幼
少
期
か
ら
ス
マ

ホ
が
存
在
し
、
小
学
校
入
学
と
同
時
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
付
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
社

会
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
起
因
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
発
信
者

に
は
『
モ
ラ
ル
』
、
受
信
者
に
は
『
判

断
能
力
』
、
そ
し
て
両
者
に
は
『
自
制

力
・
自
己
責
任
』
が
必
要
で
す

９
日
（
金
）
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
に

つ
い
て
全
校
集
会
を
行
い
、
使
用
に
つ

い
て
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
『
泉
崎

中
学
校
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利

用
に
つ
い
て
の
同
意
書
』
を
き
っ
か
け

に
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い

て
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。


